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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アクティブマトリクス型の液晶表示装置であって、
　所定の画像を表示するために装置外部から与えられる画像信号に対応する複数の映像信
号を伝達するための複数の映像信号線を駆動する映像信号線駆動回路と、
　前記複数の映像信号線と交差する複数の走査信号線を駆動する走査信号線駆動回路と、
　前記複数の走査信号線に沿って対応するよう配される複数の補助容量線を駆動する補助
容量線駆動回路と、
　前記複数の映像信号線と前記複数の走査信号線とに沿ってマトリクス状に配置される複
数の画素形成部と、
　前記複数の画素形成部に共通的な電位を与える共通電極を駆動する共通電極駆動回路と
を備え、
　前記複数の画素形成部のそれぞれは、前記複数の映像信号線のうち対応する映像信号線
に繋がる電極であって、対応する補助容量線との間に所定の補助容量が形成され、前記共
通電極との間に液晶が介在する画素電極を含み、
　前記共通電極駆動回路は、前記走査信号線駆動回路により前記複数の走査信号線のうち
１つが選択的に駆動される毎に、または１つ以上が駆動される間を空けて、前記共通電極
を基準とする前記画素電極の極性が反転されるように、所定の第１の電位および当該第１
の電位よりも大きい第２の電位のうちいずれかを交互に前記共通電極に印加し、
　前記補助容量線駆動回路は、対応する走査信号線が前記走査信号線駆動回路によって選
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択され選択状態から非選択状態に遷移した第１の時点以降において、前記第１の時点また
は前記第１の時点直後での前記共通電極の電位変化と同一方向に変化するよう所定の第３
の電位および当該第３の電位よりも大きい第４の電位のうちいずれかを印加し、前記対応
する走査信号線が次に選択され選択状態から非選択状態に遷移した第２の時点または前記
第２の時点以前の近傍時点までの所定期間だけ印加された電位を維持するよう前記複数の
補助容量線を駆動することを特徴とする、液晶表示装置。
【請求項２】
　前記映像信号の最小値である第５の電位と、前記第１の電位と、前記第３の電位のうち
少なくとも２つは、略一致することを特徴とする、請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　前記映像信号の最小値である第５の電位と、前記第１の電位と、前記第３の電位のうち
少なくとも２つは、０Ｖまたは０Ｖ近傍値であることを特徴とする、請求項２に記載の液
晶表示装置。
【請求項４】
　前記映像信号の最大値である第６の電位と、前記第２の電位と、前記第４の電位のうち
少なくとも２つは、略一致することを特徴とする、請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　前記映像信号の最大値である第６の電位と、前記第２の電位と、前記第４の電位のうち
少なくとも２つは、前記液晶の光透過率を１００％近傍とする印加電圧の最小値の絶対値
よりも小さい値であることを特徴とする、請求項４に記載の液晶表示装置。
【請求項６】
前記映像信号の最大値である第６の電位と、前記第２の電位と、前記第４の電位のうち少
なくとも２つは、４Ｖまたは４Ｖ近傍値であることを特徴とする、請求項５に記載の液晶
表示装置。
【請求項７】
　所定の画像を表示するために装置外部から与えられる画像信号に対応する複数の映像信
号を伝達するための複数の映像信号線と、前記複数の映像信号線と交差する複数の走査信
号線と、前記複数の走査信号線に沿って対応するよう配される複数の補助容量線と、共通
的な電位を与える共通電極と、前記複数の映像信号線と前記複数の走査信号線とに沿って
マトリクス状に配置され前記複数の映像信号線のうち対応する映像信号線に繋がる電極で
あって対応する補助容量線との間に所定の補助容量が形成され前記共通電極との間に液晶
が介在する画素電極を含む複数の画素形成部とを備える液晶表示装置を駆動する方法であ
って、
　前記複数の映像信号線を駆動する映像信号線駆動ステップと、
　前記複数の走査信号線を駆動する走査信号線駆動ステップと、
　前記複数の補助容量線を駆動する補助容量線駆動ステップと、
　前記共通電極を駆動する共通電極駆動ステップとを備え、
　前記共通電極駆動ステップでは、前記走査信号線駆動ステップにおいて前記複数の走査
信号線のうち１つが選択的に駆動される毎に、または１つ以上が駆動される間を空けて、
前記共通電極を基準とする前記画素電極の極性が反転されるように、所定の第１の電位お
よび当該第１の電位よりも大きい第２の電位のうちいずれかを交互に前記共通電極に印加
し、
　前記補助容量線駆動ステップでは、対応する走査信号線が前記走査信号線駆動ステップ
において選択され選択状態から非選択状態に遷移した第１の時点以降において、前記第１
の時点または前記第１の時点直後での前記共通電極の電位変化と同一方向に変化するよう
所定の第３の電位および当該第３の電位よりも大きい第４の電位のうちいずれかを印加し
、前記対応する走査信号線が次に選択され選択状態から非選択状態に遷移した第２の時点
または前記第２の時点以前の近傍時点までの所定期間だけ印加された電位を維持するよう
前記複数の補助容量線を駆動することを特徴とする、液晶表示装置の駆動方法。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、薄膜トランジスタ等のスイッチング素子を用いたアクティブマトリクス型液
晶表示装置およびその駆動方法に関し、より詳しくは補助容量線への印加電圧を変化させ
ることにより補助容量線を駆動する液晶表示装置およびその駆動方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般的な従来のアクティブマトリクス型の液晶表示装置の表示部は、複数（Ｎ本）の走
査信号線ＧＬ（１）～ＧＬ（Ｎ）と、当該複数の走査信号線に交差する複数（Ｍ本）の映
像信号線ＳＬ（１）～ＳＬ（Ｍ）と、当該複数の走査信号線と当該複数の映像信号線との
交差点にそれぞれ対応してマトリクス状の配置された複数（Ｎ×Ｍ個）の画素形成部Ｐ（
１，１）～Ｐ（Ｎ，Ｍ）とを備えており、各画素形成部は、後述する図２に示されるよう
に、画素電極とそれに対向する電極（「共通電極」とも呼ばれる）とによって形成される
液晶容量（「画素容量」ともいう）Ｃｌｃを含んでいる。各画素電極には、それを挟むよ
うに２本の映像信号線ＳＬ（ｍ），ＳＬ（ｍ＋１）が配設されており、映像信号線ＳＬ（
ｍ）がＴＦＴ１０を介して当該画素電極に接続されている。
【０００３】
　また、この液晶表示装置では、後述する図１に示されるように、各走査信号線ＧＬ（ｎ
）と平行に複数（Ｎ本）の補助容量線ＣｓＬ（ｎ）が形成されており、各画素形成部Ｐ（
ｎ，ｍ）では、画素電極と補助容量線ＣｓＬ（ｎ）との間に補助容量Ｃｃｓが形成されて
いる。
【０００４】
　上記のようなアクティブマトリクス型の液晶表示装置では、各画素形成部Ｐ（ｎ，ｍ）
において、画素電極に接続されるＴＦＴ１０がオン状態（導通状態）のとき、映像信号線
ＳＬ（ｍ）からＴＦＴ１０を介して電圧が印加され、そのＴＦＴ１０がオフ状態（遮断状
態）になると、その印加電圧が液晶容量Ｃｌｃ（および補助容量Ｃｃｓ）に保持され、そ
の保持電圧に応じて画素が表示される（ｎ＝１，２，…，Ｎ；　ｍ＝１，２，…，Ｍ）。
【０００５】
　ここで、この従来の液晶表示装置では、ＴＦＴ１０がオフ状態となった後、補助容量線
ＣｓＬ（ｎ）への印加電圧を変化させることにより、（一定電圧Ｖｃｏｍを印加されてい
る）共通電極を基準とした画素電極の電位を変化させる。このような電位変化について図
６および図７を参照して詳しく説明する。
【０００６】
　図６は、従来の液晶表示装置において白表示を行う場合の各種信号の波形図であり、図
７は、従来の液晶表示装置において黒表示を行う場合の各種信号の波形図である。これら
図６および図７に示される映像信号線ＳＬ（ｍ）に印加される電圧信号である映像信号Ｓ
（ｍ）は、実際には０Ｖから４Ｖまでの画素の輝度に応じた所定の電圧値を有するが、説
明の便宜のため、図６では映像信号Ｓ（ｍ）の電圧値は、白表示（最高輝度）に対応する
電圧値となっており、図７では映像信号Ｓ（ｍ）の電圧値は、黒表示（最低輝度）に対応
する電圧値となっている。なお、映像信号Ｓ（ｍ）における最も低い電圧を０Ｖとするこ
とにより、電源回路の構成を簡単にすることができ、全体として消費電力を抑えることが
できる。
【０００７】
　ここで、液晶層の経時劣化を防止するために交流駆動を行う必要から、共通電極の電位
Ｖｃｏｍが固定される場合、その共通電位Ｖｃｏｍは映像信号の（変化幅における）中点
電圧に設定されることが多い。そうすれば、共通電極の電位を基準とした画素電極の電位
を交流化することができるからである。ここでも共通電位Ｖｃｏｍは２Ｖに設定されてい
る。
【０００８】
　もっとも、ノーマリブラック型の液晶表示装置においてその液晶層の透過率を最大にす
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るためには少なくとも通常４Ｖ程度の印加電圧が必要となる。よって、上記構成のままで
は液晶への印加電圧が±２Ｖの範囲となって十分とはいえない。なお、ＴＮモードのノー
マリーホワイト型液晶表示装置においても、液晶に大きな電圧を印加するほど黒が締まっ
て表示されることによりコントラストが向上するので、印加電圧が±２Ｖの範囲では十分
とはいえない。
【０００９】
　そこで、この従来の液晶表示装置では、補助容量線ＣｓＬ（ｎ）を駆動することにより
、画素電極の電位を変化させる。すなわち、後述する図２に示される接続関係からわかる
ように、画素電極Ｅｐｉｘの電位は、共通電極Ｅｃｏｍを基準とするとき、補助容量線Ｃ
ｓＬ（ｎ）の電位変化に対して液晶容量値Ｃｌｃと補助容量値Ｃｃｓとの和に対する補助
容量の割合に応じて変化する。例えば図６に示される白表示の場合、補助容量線に与えら
れる信号（以下この信号を「補助容量線駆動信号」という）Ｃｓ（ｎ）の電位が４Ｖだけ
変化すると、液晶容量値Ｃｌｃ：補助容量値Ｃｃｓ＝１：１のとき、すなわちＣｃｓ／（
Ｃｃｓ＋Ｃｌｃ）＝０．５のとき、画素電極Ｅｐｉｘの電位は２Ｖだけ変化する。
【００１０】
　したがって、図６に示されるように、画素形成部Ｐ（ｎ，ｍ）の画素電極電位は、走査
信号Ｇ（ｎ）が（ＴＦＴ１０をオンさせる）アクティブ状態から非アクティブ状態となっ
た時点において４Ｖに保持されるが、その後の補助容量線駆動信号Ｃｓ（ｎ）の上記電位
変化によりさらに２Ｖ上昇して６Ｖとなっている。したがって、共通電位Ｖｃｏｍが２Ｖ
であることから、この時点での液晶層への印加電圧は４Ｖとなる。なお、ここでは走査信
号線の寄生容量による電位変化については無視している。
【００１１】
　このような電位変化は白表示（最高輝度）で画素表示を行う場合であるが、黒表示（最
低輝度）で画素表示を行う場合、電位変化の態様は同様であるが、その電位変化量が異な
る。すなわち、一般的に液晶は誘電率異方性を有しており、ノーマリブラック型の液晶表
示装置に使用される液晶の誘電率は、黒表示を行う場合よりも白表示を行う場合の方が高
く、したがって液晶容量値Ｃｌｃがより大きくなることが知られている。具体的には、前
述したように白表示の場合にＣｃｓ／（Ｃｃｓ＋Ｃｌｃ）＝０．５となる液晶は、例えば
黒表示の場合にＣｃｓ／（Ｃｃｓ＋Ｃｌｃ）＝０．７５となる。
【００１２】
　したがって、図７に示されるように、黒表示を行う画素形成部Ｐ（ｎ，ｍ）の画素電極
電位は、走査信号Ｇ（ｎ）が非アクティブ状態となった時点において０Ｖに保持されるが
、その後の補助容量線駆動信号Ｃｓ（ｎ）の（４Ｖの）上記電位変化により３Ｖ上昇した
結果３Ｖとなる。したがって、共通電位Ｖｃｏｍが２Ｖであることから、この時点での液
晶層への印加電圧は１Ｖとなる。この電圧値は液晶分子が駆動される液晶しきい電圧値（
通常は１．５Ｖ程度）に満たないので液晶層の光の透過率が０となり、黒表示として適切
な値となっている。以上の動作は、極性が反転される次行の画素形成部Ｐ（ｎ＋１，ｍ）
の画素電極電位および次フレームの画素形成部Ｐ（ｎ，ｍ）においても同様である。この
ように、共通電位Ｖｃｏｍを固定しつつ補助容量線を駆動する液晶表示装置は、例えば日
本特開２００１－８３９４３号公報などに開示されている。以下、このような従来例を第
１の従来例という。
【００１３】
　また、共通電極Ｅｃｏｍを１走査期間毎に駆動することにより、共通電位Ｖｃｏｍを映
像信号Ｓ（ｍ）とは逆極性の電位（例えば０Ｖまたは４Ｖ）となるように変化させる従来
の液晶表示装置もある。この従来の構成によれば液晶への印加電圧を±４Ｖの範囲とする
ことができる。
【００１４】
　なお上記従来の構成において、補助容量線を駆動することは必ずしも必要ではないが、
共通電極と同位相で補助容量線を１走査期間毎に駆動する従来の液晶表示装置もある。こ
の従来の構成によれば、補助容量線を適宜の電位で駆動することにより、フリッカや画像
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メモリ現象などを抑制することができる。このような従来の液晶表示装置は、例えば日本
特開平２－９１３号公報などに開示されている。以下、このような従来例を第２の従来例
という。
【特許文献１】日本特開２００１－８３９４３号公報
【特許文献２】日本特開平２－９１３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１５】
　ここで、上記第１の従来例における液晶への印加電圧の絶対値は白表示の時に最大で４
Ｖとなり、黒表示の時に最小で１Ｖとなるが、前述したようにノーマリブラック型の液晶
表示装置においてその液晶層の透過率を１００％にするためには通常５Ｖ程度の印加電圧
が必要となるので、上記従来の液晶表示装置では、液晶印加電圧の絶対値の最大値が１Ｖ
程度不足する問題点を有している。
【００１６】
　そこで、この第１の従来例において上記最大値を増加させるために補助容量線駆動信号
Ｃｓ（ｎ）の電位の最大値を大きくする（すなわち信号振幅を大きくする）構成が考えら
れる。ここでは上記最大値を６Ｖにすれば、液晶印加電圧の絶対値の最大値を５Ｖにする
ことができる。しかし、この構成では補助容量線駆動回路の製造コストが高くなるほか、
液晶印加電圧の絶対値の最小値が２．５Ｖとなり、黒表示の場合に液晶しきい電圧値（通
常は１．５Ｖ程度）を大きく超えてしまう。したがって、黒表示の場合にも低い輝度で表
示が行われるのでコントラストが低下し、表示装置の表示性能が低下してしまう。このよ
うに、液晶印加電圧の絶対値の最大値を大きくするほど、液晶印加電圧の絶対値の最小値
がさらに大きくなるので、この絶対値の最大値と最小値との差（いわゆるダイナミックレ
ンジ）が小さくなってしまい、結果的に液晶の光透過率を０％から１００％の範囲内で変
化させることができなくなる。
【００１７】
　なお、上記最大値を増加させるために補助容量値を大きくする構成も考えられるが、補
助容量値を大きくするほど画素開口率が小さくなるので、やはり表示装置の表示性能が低
下してしまう。
【００１８】
　また、第２の従来例において、共通電極および補助容量線を０Ｖから５Ｖまでの範囲内
で駆動すれば、液晶印加電圧の絶対値の最大値を５Ｖとすることができる。しかし、共通
電極および補助容量線を駆動するドライバ回路における駆動電圧の範囲（振幅）は、その
耐圧設計の容易化や消費電力の低減等の観点からできる限り小さいことが好ましい。
【００１９】
　そこで本発明は、補助容量線を駆動する液晶表示装置において、駆動電圧の範囲を小さ
く抑えながら液晶に印加されるべき電圧の絶対値の最大値と最小値との差が大きくなるよ
う駆動することができる液晶表示装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００２０】
　本発明の第１の局面は、アクティブマトリクス型の液晶表示装置であって、
　所定の画像を表示するために装置外部から与えられる画像信号に対応する複数の映像信
号を伝達するための複数の映像信号線を駆動する映像信号線駆動回路と、
　前記複数の映像信号線と交差する複数の走査信号線を駆動する走査信号線駆動回路と、
　前記複数の走査信号線に沿って対応するよう配される複数の補助容量線を駆動する補助
容量線駆動回路と、
　前記複数の映像信号線と前記複数の走査信号線とに沿ってマトリクス状に配置される複
数の画素形成部と、
　前記複数の画素形成部に共通的な電位を与える共通電極を駆動する共通電極駆動回路と
を備え、
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　前記複数の画素形成部のそれぞれは、前記複数の映像信号線のうち対応する映像信号線
に繋がる電極であって、対応する補助容量線との間に所定の補助容量が形成され、前記共
通電極との間に液晶が介在する画素電極を含み、
　前記共通電極駆動回路は、前記走査信号線駆動回路により前記複数の走査信号線のうち
１つが選択的に駆動される毎に、または１つ以上が駆動される間を空けて、前記共通電極
を基準とする前記画素電極の極性が反転されるように、所定の第１の電位および当該第１
の電位よりも大きい第２の電位のうちいずれかを交互に前記共通電極に印加し、
　前記補助容量線駆動回路は、対応する走査信号線が前記走査信号線駆動回路によって選
択され選択状態から非選択状態に遷移した第１の時点以降において、前記第１の時点また
は前記第１の時点直後での前記共通電極の電位変化と同一方向に変化するよう所定の第３
の電位および当該第３の電位よりも大きい第４の電位のうちいずれかを印加し、前記対応
する走査信号線が次に選択され選択状態から非選択状態に遷移した第２の時点または前記
第２の時点以前の近傍時点までの所定期間だけ印加された電位を維持するよう前記複数の
補助容量線を駆動することを特徴とする。
【００２１】
　本発明の第２の局面は、本発明の第１の局面において、
　前記映像信号の最小値である第５の電位と、前記第１の電位と、前記第３の電位のうち
少なくとも２つは、略一致することを特徴とする。
【００２２】
　本発明の第３の局面は、本発明の第２の局面において、
　前記映像信号の最小値である第５の電位と、前記第１の電位と、前記第３の電位のうち
少なくとも２つは、０Ｖまたは０Ｖ近傍値であることを特徴とする。
【００２３】
　本発明の第４の局面は、本発明の第１の局面において、
　前記映像信号の最大値である第６の電位と、前記第２の電位と、前記第４の電位のうち
少なくとも２つは、略一致することを特徴とする。
【００２４】
　本発明の第５の局面は、本発明の第４の局面において、
　前記映像信号の最大値である第６の電位と、前記第２の電位と、前記第４の電位のうち
少なくとも２つは、前記液晶の光透過率を１００％近傍とする印加電圧の最小値の絶対値
よりも小さい値であることを特徴とする。
【００２５】
　本発明の第６の局面は、本発明の第５の局面において、
前記映像信号の最大値である第６の電位と、前記第２の電位と、前記第４の電位のうち少
なくとも２つは、４Ｖまたは４Ｖ近傍値であることを特徴とする。
【００２６】
　本発明の第７の局面は、所定の画像を表示するために装置外部から与えられる画像信号
に対応する複数の映像信号を伝達するための複数の映像信号線と、前記複数の映像信号線
と交差する複数の走査信号線と、前記複数の走査信号線に沿って対応するよう配される複
数の補助容量線と、共通的な電位を与える共通電極と、前記複数の映像信号線と前記複数
の走査信号線とに沿ってマトリクス状に配置され前記複数の映像信号線のうち対応する映
像信号線に繋がる電極であって対応する補助容量線との間に所定の補助容量が形成され前
記共通電極との間に液晶が介在する画素電極を含む複数の画素形成部とを備える液晶表示
装置を駆動する方法であって、
　前記複数の映像信号線を駆動する映像信号線駆動ステップと、
　前記複数の走査信号線を駆動する走査信号線駆動ステップと、
　前記複数の補助容量線を駆動する補助容量線駆動ステップと、
　前記共通電極を駆動する共通電極駆動ステップとを備え、
　前記共通電極駆動ステップでは、前記走査信号線駆動ステップにおいて前記複数の走査
信号線のうち１つが選択的に駆動される毎に、または１つ以上が駆動される間を空けて、
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前記共通電極を基準とする前記画素電極の極性が反転されるように、所定の第１の電位お
よび当該第１の電位よりも大きい第２の電位のうちいずれかを交互に前記共通電極に印加
し、
　前記補助容量線駆動ステップでは、対応する走査信号線が前記走査信号線駆動ステップ
において選択され選択状態から非選択状態に遷移した第１の時点以降において、前記第１
の時点または前記第１の時点直後での前記共通電極の電位変化と同一方向に変化するよう
所定の第３の電位および当該第３の電位よりも大きい第４の電位のうちいずれかを印加し
、前記対応する走査信号線が次に選択され選択状態から非選択状態に遷移した第２の時点
または前記第２の時点以前の近傍時点までの所定期間だけ印加された電位を維持するよう
前記複数の補助容量線を駆動することを特徴とする。
【発明の効果】
【００２７】
　本発明の第１の局面によれば、第１の時点以降において、第１の時点での共通電極の電
位変化と同一方向に変化するよう第３の電位または第４の電位を印加し、第２の時点また
はその時点以前の近傍時点までの所定期間だけ印加された電位を維持するよう複数の補助
容量線が駆動される構成により、駆動電圧の範囲を小さく抑えて駆動回路の耐圧設計を容
易にしつつ、印加電圧に対する液晶の誘電率異方性を利用することにより、液晶に印加さ
れるべき電圧の絶対値の最大値と最小値との差が大きくなるよう駆動することができる。
【００２８】
　本発明の第２の局面によれば、第５の電位と第１の電位と第３の電位のうち少なくとも
２つが略一致することにより、電源回路において多くの種類の電位を生成する必要がなく
なるので、電源回路を簡易な構成とすることができる。
【００２９】
　本発明の第３の局面によれば、第５の電位と第１の電位と第３の電位のうち少なくとも
２つが０Ｖまたは０Ｖ近傍値であるので、全体として消費電力を抑えることができる。
【００３０】
　本発明の第４の局面によれば、第６の電位と第２の電位と第４の電位のうち少なくとも
２つが略一致することにより、電源回路において多くの種類の電位を生成する必要がなく
なるので、電源回路を簡易な構成とすることができる。
【００３１】
　本発明の第５の局面によれば、第６の電位と第２の電位と第４の電位のうち少なくとも
２つが液晶の光透過率を１００％近傍とする印加電圧の最小値の絶対値よりも小さい値で
あるので、駆動回路の耐圧設計を容易にすることができ、また全体として消費電力を抑え
ることができる。
【００３２】
　本発明の第６の局面によれば、第６の電位と第２の電位と第４の電位のうち少なくとも
２つが４Ｖまたは４Ｖ近傍値であるので、汎用される駆動回路を使用することにより耐圧
設計を特に容易にすることができ、また全体として消費電力を抑えることができる。
【００３３】
　本発明の第７の局面によれば、本発明の第１の局面における効果と同様の効果を液晶表
示装置の駆動方法において奏することができる。
【図面の簡単な説明】
【００３４】
【図１】本発明の一実施形態に係る液晶表示装置の全体構成を示すブロック図である。
【図２】上記実施形態における画素形成部の等価回路を示す回路図である。
【図３】上記実施形態における白表示を行う場合の各種信号等の波形図である。
【図４】上記実施形態における黒表示を行う場合の各種信号等の波形図である。
【図５】上記実施形態における液晶層への印加電圧とその光の透過率との関係を示す図で
ある。
【図６】従来の液晶表示装置における白表示を行う場合の各種信号等の波形図である。
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【図７】従来の液晶表示装置における黒表示を行う場合の各種信号等の波形図である。
【符号の説明】
【００３５】
　１０　　　　　…ＴＦＴ（スイッチング素子）
　２００　　　　…表示制御回路
　３００　　　　…ソースドライバ
　４００　　　　…ゲートドライバ
　５００　　　　…補助容量線駆動回路
　６００　　　　…共通電極駆動部
　７００　　　　…表示部
　Ｅｃｏｍ　　　…共通電極
　Ｖｃｏｍ　　　…共通電位
　Ｅｐｉｘ　　　…画素電極
　ＧＬ（ｎ）　　…走査信号線（ｎ＝１～Ｎ）
　Ｇ（ｎ）　　　…走査信号（ｎ＝１～Ｎ）
　ＣｓＬ（ｎ）　…補助容量線（ｎ＝１～Ｎ）
　Ｃｓ（ｎ）　　…補助容量線駆動信号（ｎ＝１～Ｎ）
　ＳＬ（ｍ）　　…映像信号線（ｍ＝１～Ｍ）
　Ｓ（ｍ）　　　…映像信号（ｍ＝１～Ｍ）
　Ｐ（ｎ，ｍ）　…画素形成部（ｎ＝１～Ｎ、ｍ＝１～Ｍ）
【発明を実施するための最良の形態】
【００３６】
　以下、本発明の各実施形態について添付図面を参照しつつ説明する。以下の説明では、
表示部は垂直配向方式であってノーマリブラックとなるように構成されており、駆動方式
としては、画素形成部の液晶部分に印加される電圧が隣り合う行毎に互いに逆極性となり
さらにフレーム毎に逆極性となるいわゆるライン反転駆動方式が採用される。なお、２以
上の行毎に互いに逆極性となるいわゆるｎライン反転駆動方式が採用されてもよい。
【００３７】
＜１．　液晶表示装置の全体構成および動作＞
　図１は、本発明の一実施形態に係るアクティブマトリクス型液晶表示装置の全体構成を
示すブロック図である。この液晶表示装置は、表示制御回路２００、ソースドライバ（映
像信号線駆動回路）３００、ゲートドライバ（走査信号線駆動回路）４００、補助容量線
駆動回路５００、および共通電極駆動回路６００からなる駆動制御部と、表示部７００と
を備えている。
【００３８】
　表示部７００は、複数本（Ｍ本）の映像信号線ＳＬ（１）～ＳＬ（Ｍ）と、複数本（Ｎ
本）の走査信号線ＧＬ（１）～ＧＬ（Ｎ）および補助容量線ＣｓＬ（１）～ＣｓＬ（Ｎ）
と、それら複数本の映像信号線ＳＬ（１）～ＳＬ（Ｍ）と複数本の走査信号線ＧＬ（１）
～ＧＬ（Ｎ）とに沿って設けられた複数個（Ｍ×Ｎ個）の画素形成部を含んでいる。なお
以下では、走査信号線ＧＬ（ｎ）と映像信号線ＳＬ（ｍ）との交差点に関連づけて当該交
差点近傍（図では当該交差点の右下近傍）に設けられた画素形成部を参照符号“Ｐ（ｎ，
ｍ）”で示すものとする。図２は、本実施形態の表示部７００における画素形成部Ｐ（ｎ
，ｍ）の等価回路を示している。
【００３９】
　これら図２に示すように、各画素形成部Ｐ（ｎ，ｍ）は、走査信号線ＧＬ（ｎ）または
その隣の走査信号線ＧＬ（ｎ＋１）にゲート端子が接続されるとともに当該交差点を通過
する映像信号線ＳＬ（ｍ）またはその隣の映像信号線ＳＬ（ｍ＋１）にソース端子が接続
されたスイッチング素子であるＴＦＴ１０と、そのＴＦＴ１０のドレイン端子に接続され
た画素電極Ｅｐｉｘと、上記複数個の画素形成部Ｐ（ｉ，ｊ）（ｉ＝１～Ｎ、ｊ＝１～Ｍ
）に共通的に設けられた共通電極Ｅｃｏｍと、上記複数個の画素形成部Ｐ（ｉ，ｊ）（ｉ
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＝１～Ｎ、ｊ＝１～Ｍ）に共通的に設けられ画素電極Ｅｐｉｘと共通電極Ｅｃｏｍとの間
に挟持された電気光学素子としての液晶層とによって構成される。
【００４０】
　なお、各画素形成部Ｐ（ｎ，ｍ）は、赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）、青色（Ｂ）のいずれか
の色を表示するものであって、図２に示すように、同じ色を表示する画素形成部Ｐ（ｎ，
ｍ）が映像信号線ＳＬ（１）～ＳＬ（Ｍ）に沿って配置されており、かつ走査信号線ＧＬ
（１）～ＧＬ（Ｎ）に沿った方向にＲＧＢの順で配置されている。
【００４１】
　各画素形成部Ｐ（ｎ，ｍ）では、画素電極Ｅｐｉｘと、それに液晶層を挟んで対向する
共通電極Ｅｃｏｍとによって液晶容量（「画素容量」ともいう）Ｃｌｃが形成されている
。各画素電極Ｅｐｉｘには、それを挟むように２本の映像信号線ＳＬ（ｍ），ＳＬ（ｍ＋
１）が配設されており、映像信号線ＳＬ（ｍ）がＴＦＴ１０を介して当該画素電極Ｅｐｉ
ｘに接続されている。
【００４２】
　また、各走査信号線ＧＬ（ｎ）と平行に補助容量線ＣｓＬ（ｎ）が形成されており、各
画素形成部Ｐ（ｎ，ｍ）では、画素電極Ｅｐｉｘと補助容量線ＣｓＬ（ｎ）との間に補助
容量Ｃｃｓが形成されている。
【００４３】
　表示制御回路２００は、外部から送られる表示データ信号ＤＡＴとタイミング制御信号
ＴＳとを受け取り、デジタル画像信号ＤＶと、表示部７００に画像を表示するタイミング
を制御するためのソーススタートパルス信号ＳＳＰ、ソースクロック信号ＳＣＫ、ラッチ
ストローブ信号ＬＳ、ゲートスタートパルス信号ＧＳＰ、ゲートクロック信号ＧＣＫ、補
助容量線制御信号Ｓｃｓ、および共通電極制御信号Ｓｅｃを出力する。
【００４４】
　ソースドライバ３００は、表示制御回路２００から出力されたデジタル画像信号ＤＶ、
ソーススタートパルス信号ＳＳＰ、ソースクロック信号ＳＣＫ、およびラッチストローブ
信号ＬＳを受け取り、表示部７００内の各画素形成部Ｐ（ｎ，ｍ）の液晶容量Ｃｌｃを充
電するために駆動用映像信号Ｓ（１）～Ｓ（Ｍ）を各映像信号線ＳＬ（１）～ＳＬ（Ｍ）
に印加する。このとき、ソースドライバ３００では、ソースクロック信号ＳＣＫのパルス
が発生するタイミングで、各映像信号線ＳＬ（１）～ＳＬ（Ｍ）に印加すべき電圧を示す
デジタル画像信号ＤＶが順次に保持される。そして、ラッチストローブ信号ＬＳのパルス
が発生するタイミングで、上記保持されたデジタル画像信号ＤＶがアナログ電圧に変換さ
れる。
【００４５】
　なお、このようなＤ／Ａ変換は、ソースドライバ３００に含まれるＤ／Ａ変換回路（お
よび階調電圧生成回路）により行われる。このＤ／Ａ変換回路は、例えばソースドライバ
３００の外部から与えられる階調電圧生成のための基準電圧を分圧することにより、各表
示階調に対応するアナログ電圧を生成する。このＤ／Ａ変換回路により生成されたアナロ
グ電圧は、駆動用映像信号として全ての映像信号線ＳＬ（１）～ＳＬ（Ｍ）に一斉に印加
される。すなわち、本実施形態においては、映像信号線ＳＬ（１）～ＳＬ（Ｍ）の駆動方
式には線順次駆動方式が採用される。
【００４６】
　ゲートドライバ４００は、表示制御回路２００から出力されたゲートスタートパルス信
号ＧＳＰとゲートクロック信号ＧＣＫとに基づいて、各走査信号線ＧＬ（１）～ＧＬ（Ｎ
）にアクティブな走査信号Ｇ（１）～Ｇ（Ｎ）を順次印加する。
【００４７】
　補助容量線駆動回路５００は、表示制御回路２００から出力された補助容量線制御信号
Ｓｃｓに基づいて、各補助容量線ＣｓＬ（１）～ＣｓＬ（Ｎ）に図示されない電源回路か
ら与えられる電位に基づき２段階に電位が変化する補助容量線駆動信号Ｃｓ（１）～Ｃｓ
（Ｎ）を順次印加する。なお、この補助容量線制御信号Ｓｃｓは、例えばゲートスタート
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パルス信号ＧＳＰおよびゲートクロック信号ＧＣＫに相当するスタートパルス信号および
クロック信号と、極性反転（または上記電位選択）のタイミングを示す信号とを含んでい
る。
【００４８】
　共通電極駆動回路６００は、表示制御回路２００から出力された共通電極制御信号Ｓｅ
ｃに基づいて、映像信号Ｓ（ｍ）の変化に応じて液晶に印加されるべき電圧の極性が反転
されるように図示されない電源回路から与えられる電位に基づき２段階に変化する電位を
共通電極に印加する。なお、この共通電極制御信号Ｓｅｃは、例えばソースクロック信号
ＳＣＫに相当するクロック信号と、極性反転（または上記電位選択）のタイミングを示す
信号とを含んでいる。
【００４９】
　ここで図２に示される接続関係からわかるように、これら補助容量線ＣｓＬ（１）～Ｃ
ｓＬ（Ｎ）に印加される電圧が変化すると、画素電極Ｅｐｉｘの電位は、共通電極Ｅｃｏ
ｍを基準とするとき、補助容量線ＣｓＬ（ｎ）の電位変化に対して液晶容量値と補助容量
値との和に対する補助容量の割合に応じて変化する。このことにより共通電位Ｖｃｏｍと
各画素形成部における画素電極との電位差を白表示の場合には大きくする（言い換えれば
画素電極の電圧をかさ上げする）ことができる。この信号の波形等については後述する。
【００５０】
　以上のようにして、各映像信号線ＳＬ（１）～ＳＬ（Ｍ）に駆動用映像信号が印加され
、各走査信号線ＧＬ（１）～ＧＬ（Ｎ）に走査信号が印加され、各補助容量線ＣｓＬ（１
）～ＣｓＬ（Ｎ）に補助容量線駆動信号が印加されることにより、表示部７００に画像が
表示される。次に、図３および図４を参照して各種信号等の電位変化について説明する。
【００５１】
＜２．　各種信号等の波形＞
　図３は、本液晶表示装置において白表示を行う場合の各種信号等の波形図である。また
、図４は、本液晶表示装置において黒表示を行う場合の各種信号等の波形図である。図３
および図４に示されるように、映像信号線ＳＬ（ｍ）に印加される電圧信号である映像信
号Ｓ（ｍ）は、０Ｖから４Ｖまでの画素の輝度に応じた所定の電圧値、すなわち正極性の
場合には黒表示（最低輝度）に対応する電圧値を０Ｖとし白表示（最高輝度）に対応する
電圧値を４Ｖとして、また負極性の場合には黒表示（最低輝度）に対応する電圧値を４Ｖ
とし白表示（最高輝度）に対応する電圧値を０Ｖとして、±４Ｖの範囲の電圧値を有して
いる。なお映像信号Ｓ（ｍ）における最も低い電圧を０Ｖとすることにより、全体として
消費電力を抑えることができる
【００５２】
　また前述したように、液晶層は経時劣化を防止するために交流駆動を行う必要から、共
通電極Ｅｃｏｍの電位である共通電位Ｖｃｏｍは、映像信号Ｓ（ｍ）の変化に応じて液晶
印加電圧の極性が反転されるように正極性の場合には０Ｖとなり負極性の場合には４Ｖと
なるよう変化する。したがって例えば、常に白表示を行う場合の映像信号Ｓ（ｍ）の変化
に対して共通電位Ｖｃｏｍは同じ振幅で逆位相となるよう変化する。
【００５３】
　ここで、ノーマリブラック型の液晶表示装置においてその液晶層の透過率を最大にする
ためには通常５Ｖ程度（ここでは端的に５Ｖとする）の印加電圧が必要となるので、前述
した第１の従来例における液晶表示装置と同様に補助容量線ＣｓＬ（ｎ）を駆動すること
により、画素電極の電位を変化させる。すなわち、画素電極Ｅｐｉｘの電位は、共通電極
Ｅｃｏｍを基準とするとき、補助容量線ＣｓＬ（ｎ）の電位変化に対して液晶容量値と補
助容量値との和に対する補助容量の割合に応じて変化する。
【００５４】
　したがって、例えば図３に示される白表示の場合、仮に共通電位Ｖｃｏｍが変化せずに
、補助容量線に与えられる信号（以下この信号を「補助容量線駆動信号」という）Ｃｓ（
ｎ）の電位のみが４Ｖだけ変化すると、液晶容量値Ｃｌｃ：補助容量値Ｃｃｓ＝１：１す
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なわちＣｃｓ／（Ｃｃｓ＋Ｃｌｃ）＝０．５であるものとすると、画素電極Ｅｐｉｘの電
位は２Ｖだけ変化する。なお、上記比率は白表示時の値であって、黒表示時には前述した
ように液晶の誘電率が低くなるため、ここではＣｃｓ／（Ｃｃｓ＋Ｃｌｃ）＝０．７５で
あるものとする。黒表示の場合は図４を参照して後述する。
【００５５】
　また、逆に補助容量線駆動信号Ｃｓ（ｎ）の電位が変化せず、共通電位Ｖｃｏｍのみが
４Ｖだけ変化すると仮定すると、Ｃｌｃ／（Ｃｃｓ＋Ｃｌｃ）＝０．５であるので、画素
電極Ｅｐｉｘの電位は２Ｖだけ変化する。
【００５６】
　もちろん、補助容量線駆動信号Ｃｓ（ｎ）および共通電位Ｖｃｏｍの電位がともに４Ｖ
だけ変化する場合、画素電極Ｅｐｉｘの電位も同じく４Ｖだけ変化する。すなわち液晶印
加電圧はそのまま保持される。
【００５７】
　なお、この補助容量線駆動信号Ｃｓ（ｎ）は、走査信号Ｇ（ｎ）の立ち下がりと同一の
タイミングで、共通電位Ｖｃｏｍの電位変化と同一の方向に立ち下がりまたは立ち上がる
よう補助容量線制御信号Ｓｃｓに基づいて、補助容量線駆動回路５００により生成される
。具体的には、図３に示されるように、走査信号Ｇ（ｎ）の立ち下がりと同一のタイミン
グで立ち下がったのち、次のフレームにおける走査信号Ｇ（ｎ）の立ち下がりタイミング
で立ち上がる。さらに厳密に言えば、補助容量線駆動信号Ｃｓ（ｎ）は、ＴＦＴ１０が完
全にオフ状態となった時点、すなわち走査信号Ｇ（ｎ）の立ち下がりよりわずかに遅いタ
イミングで立ち下がったのち、次のフレームにおける走査信号Ｇ（ｎ）の立ち下がりより
わずかに遅いタイミングで立ち上がる。またこのことは共通電位Ｖｃｏｍにおける電位変
化のタイミングについても同様である。
【００５８】
　また図３に示されるように、画素形成部Ｐ（ｎ，ｍ）の画素電極電位は、走査信号Ｇ（
ｎ）が（ＴＦＴ１０をオンさせる）アクティブ状態から非アクティブ状態となる時点まで
４Ｖに保持されるが、その後の共通電位Ｖｃｏｍおよび補助容量線駆動信号Ｃｓ（ｎ）に
おける変化がともに４Ｖ上昇することにより、さらに４Ｖ上昇して８Ｖとなっている。し
たがって、共通電位Ｖｃｏｍが４Ｖであることから、この時点での液晶層への印加電圧は
４Ｖのまま保持されている。
【００５９】
　ここで一般的には、例えば前述した第２の従来例のように、この液晶印加電圧が次のフ
レームにおける表示時点まで保持されることにより、上記印加電圧に応じた輝度で画素表
示が行われる。すなわち、補助容量線が存在しない従来の液晶表示装置であればもちろん
、第２の従来例のように補助容量線が存在する場合であってもその電位を共通電位と同時
に同じだけ変動させる場合には、液晶印加電圧が印加時点から変動することなくそのまま
保持されることになる。
【００６０】
　しかし、本実施形態では、その後の共通電位Ｖｃｏｍの変化に応じて画素形成部Ｐ（ｎ
，ｍ）の画素電極電位が変化する点に大きな特徴がある。すなわち、図３に示されるよう
に、補助容量線駆動信号Ｃｓ（ｎ）の電位が４Ｖから変化せず（そのまま維持され）、共
通電位Ｖｃｏｍのみが４Ｖ下降すると、Ｃｌｃ／（Ｃｃｓ＋Ｃｌｃ）＝０．５のとき、画
素電極Ｅｐｉｘの電位は８Ｖから２Ｖだけ下降して６Ｖとなる。その結果、液晶印加電圧
は４Ｖから６Ｖに上昇することになる。このように液晶印加電圧を上昇させることで、共
通電位を反転駆動する従来の液晶表示装置（例えば前述した第２の従来例）における駆動
電圧の最大値よりも液晶印加電圧の絶対値の最大値を大きくすることができる。
【００６１】
　その後、補助容量線駆動信号Ｃｓ（ｎ）の電位が変化せず（そのまま維持されて）、共
通電位Ｖｃｏｍのみが４Ｖ上昇すると、画素電極Ｅｐｉｘの電位は２Ｖだけ上昇して８Ｖ
となり、液晶印加電圧は４Ｖとなる。
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【００６２】
　このように、補助容量線の電位が維持されたまま共通電極が駆動されることにより、液
晶印加電圧は、次のフレームにおける表示時点まで１走査期間毎に４Ｖまたは６Ｖの交互
に変化する。しかし、この変化は表示には反映されず、表示状態は変化しない。なぜなら
、通常の液晶表示装置における１走査期間の長さは数十マイクロ秒から百数マイクロ秒程
度であるが、一般的な液晶分子はその配向状態が変化するのに１０ミリ秒程度かかるから
である。このことから液晶分子の配向状態は、その印加電圧の実効値（平均値）に依存す
ることになる。したがって上記のように１走査期間毎に４Ｖまたは６Ｖの交互に液晶印加
電圧が変化する場合、５Ｖの一定電圧を常に液晶に印加している場合と同視することがで
きる。よって、この場合には液晶層の光透過率が常に１００％となり安定的に白表示を行
うことができる。
【００６３】
　常に白表示が行われる場合は、以上の図３に示されるように動作するので、次に、常に
黒表示が行われる例について図４を参照して説明する。図４に示されるように、画素形成
部Ｐ（ｎ，ｍ）の画素電極電位は、走査信号Ｇ（ｎ）が（ＴＦＴ１０をオンさせる）アク
ティブ状態から非アクティブ状態となる時点まで０Ｖに保持されるが、その後の共通電位
Ｖｃｏｍおよび補助容量線駆動信号Ｃｓ（ｎ）の電位がともに４Ｖ上昇することにより、
０Ｖから４Ｖ上昇して４Ｖとなっている。したがって、共通電位Ｖｃｏｍが４Ｖであるこ
とから、この時点での液晶層への印加電圧は０Ｖのまま保持されている。
【００６４】
　次に、図４に示されるように、補助容量線駆動信号Ｃｓ（ｎ）の電位が４Ｖから変化せ
ず（そのまま維持されて）、共通電位Ｖｃｏｍのみが４Ｖ下降すると、前述したようにＣ
ｃｓ／（Ｃｃｓ＋Ｃｌｃ）＝０．７５であるものとすると、Ｃｌｃ／（Ｃｃｓ＋Ｃｌｃ）
＝０．２５であるので、画素電極Ｅｐｉｘの電位は４Ｖから１Ｖだけ下降して３Ｖとなり
、液晶印加電圧は３Ｖとなる。その後、補助容量線駆動信号Ｃｓ（ｎ）の電位が変化せず
（そのまま維持されて）、共通電位Ｖｃｏｍのみが４Ｖ上昇すると、画素電極Ｅｐｉｘの
電位は３Ｖから１Ｖだけ上昇して４Ｖとなり、液晶印加電圧は０Ｖとなる。
【００６５】
　このように、液晶印加電圧は、次のフレームにおける表示時点まで１走査期間毎に０Ｖ
または３Ｖの交互に変化する。したがって、この状態は１．５Ｖの一定電圧を常に液晶に
印加している場合と同視することができる。この電圧は液晶しきい電圧以下、または少な
くとも液晶しきい電圧近傍の値である。以下、図５を参照して、この液晶しきい電圧につ
いて説明する。
【００６６】
　図５は、液晶層への印加電圧とその光の透過率との関係を示す図である。なお、図の縦
軸は光の透過率［％］を表し、横軸は印加電圧［Ｖ］を表している。この図５を参照する
と、液晶層に１．５Ｖ程度までの電圧を印加してもほとんど光は透過しない（光の透過率
が０％からほとんど変化しない）ことがわかる。このように光の透過率が０％程度で０％
からの変化がほとんど視覚されない液晶への最大の印加電圧は、液晶しきい電圧と呼ばれ
る。したがって、画素電極Ｅｐｉｘの電位と共通電位Ｖｃｏｍとの差が液晶しきい電圧で
ある１．５Ｖ程度以内である場合には、０Ｖである場合と同様、ほとんど表示が行われな
い（黒表示となる）。なお、この図５に示す関係は一例であって、光の透過率が１００％
となる印加電圧などは液晶の組成等により異なるが、どのような液晶でも所定のしきい電
圧以下では光の透過率がほとんど変化しないのが一般的である。したがって、以上のよう
に、液晶印加電圧が１．５Ｖとなる場合には、液晶層の光透過率が常にほぼ０％となり安
定的に黒表示を行うことができる。
【００６７】
　このような動作は、前述したライン反転駆動方式により極性が反転される次行の画素形
成部Ｐ（ｎ＋１，ｍ）および極性が反転される次フレームの画素形成部Ｐ（ｎ，ｍ）にお
いても同様となる。
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【００６８】
　なお、以上では典型的な例として、常に白表示が行われる場合と黒表示が行われる場合
とについて説明したが、もちろん中間的な階調表示が行われる場合であっても同様である
。もっとも、前述したように液晶の誘電率は表示状態に依存するので、映像信号Ｓ（ｍ）
の電圧と表示階調とを対応させるため、液晶に印加される電圧の実効値とともに印加電圧
に応じた液晶の誘電率の変化を考慮する必要がある。
【００６９】
＜３．　効果＞
　以上のように、本実施形態では、補助容量線ＣｓＬ（１）～ＣｓＬ（Ｎ）を駆動する場
合、その駆動電圧の範囲と、映像信号線ＳＬ（１）～ＳＬ（Ｍ）の駆動電圧の範囲と、共
通電極Ｅｃｏｍの駆動電圧の範囲とを０Ｖから４Ｖまでと同じく小さく抑えることにより
、ソースドライバ３００、補助容量線駆動回路５００、および共通電極駆動回路６００の
電源設計および耐圧設計を容易にして製造コストを下げまた消費電力を小さくすることが
できる。このように駆動電圧の範囲を小さく抑えながら、補助容量値を大きくして画素開
口率が小さくすることなく、共通電位Ｖｃｏｍに合わせて補助容量線駆動信号Ｃｓ（ｎ）
の電位を変動させない構成により、共通電位を固定して補助容量線を駆動する従来の液晶
表示装置と比べて、液晶に印加されるべき（実効）電圧の絶対値の最大値を５Ｖとし、そ
の最小値を１．５Ｖとして、これらの差を３．５Ｖと大きくなるよう（すなわちダイナミ
ックレンジが大きくなるよう）駆動することができる。
【００７０】
　ここで、このようにダイナミックレンジが大きくなるのは、図７に示される第１の従来
例においては液晶の誘電率異方性がダイナミックレンジを小さくする方向に働くのに対し
て、本実施形態ではダイナミックレンジを大きくする方向に働く点に着目しているからで
ある。すなわち、第１の従来例では、共通電位Ｖｃｏｍを固定して補助容量線駆動信号Ｃ
ｓ（ｎ）の電位を変化させるので、液晶容量Ｃｌｃおよび補助容量Ｃｃｓの総和に対する
補助容量Ｃｃｓの割合が問題になるのに対して、本実施形態では、補助容量線駆動信号Ｃ
ｓ（ｎ）の電位を動かした後に固定して共通電位Ｖｃｏｍを変化させるので、液晶容量Ｃ
ｌｃおよび補助容量Ｃｃｓの総和に対する液晶容量Ｃｌｃの割合が問題となる。このよう
に、第１の従来例とは逆の方向に液晶の誘電率異方性が働くことを利用した上記構成によ
り、ダイナミックレンジを大きくする効果を奏することができる。
【００７１】
　また、共通電位を反転駆動する従来の液晶表示装置と比べて、それぞれの駆動電圧を同
じくすることによりドライバ回路の電源設計を容易にして製造コストを下げることができ
、また液晶に印加されるべき電圧の絶対値の最大値をドライバ回路の駆動電圧の最大値よ
りも大きくすることができる。
【００７２】
＜４.  変形例＞
　上記実施形態では、映像信号線ＳＬ（１）～ＳＬ（Ｍ）への印加電圧と、補助容量線Ｃ
ｓＬ（１）～ＣｓＬ（Ｎ）への印加電圧と、共通電位Ｖｃｏｍへの印加電圧とは、それぞ
れその最小値が０Ｖでありその最大値が４Ｖであって全て同一であるが、これらは異なっ
ていてもよい。もっとも、これらの全てまたは一部が同一であれば出力電圧の種類を少な
くすることができるので、電源の設計を容易にして製造コストを下げることができる。ま
た、これらの最小値は０Ｖでなくてもよい。もっとも、０Ｖであれば、消費電力を小さく
することができ、また電源の設計を容易にすることができる。さらに、これらの最大値は
４Ｖでなくてもよい。もっとも、液晶印加電圧の絶対値の範囲における液晶しきい電圧か
ら５Ｖ程度までが適切である点を鑑み、また製造プロセス等の制約から印加電圧の最大値
は４Ｖ程度が好ましい。
【００７３】
　上記実施形態において、補助容量線駆動信号Ｃｓ（ｎ）は、走査信号Ｇ（ｎ）の立ち下
がりと同一の（正確にはその直後のわずかに遅れた）タイミングで、共通電位Ｖｃｏｍの
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電位変化と同一の方向に立ち下がりまたは立ち上がるが、このタイミングに限定されるわ
けではなく、走査信号Ｇ（ｎ）の立ち下がり時点またはその直後における共通電位Ｖｃｏ
ｍの電位変化と同一の方向に変化するのであれば、走査信号Ｇ（ｎ）の立ち下がり後の所
定期間経過後に立ち上がりまたは立ち下がってもよい。もっとも、液晶印加電圧の実効値
が所望の値で一定に保たれる時間が長いほど表示が安定するので、走査信号Ｇ（ｎ）の立
ち下がりと同一またはその直後近傍のタイミングで補助容量線駆動信号Ｃｓ（ｎ）が立ち
上がりまたは立ち下がるのが好ましい。
【００７４】
　上記実施形態では、補助容量線ＣｓＬ（１）～ＣｓＬ（Ｎ）の電位が２段階に変化する
構成であるが、３段階またはそれ以上に変化する周知の構成であってもよい。例えば、こ
れらの電位が３段階に変化する構成では、走査信号線と画素電極との寄生容量に応じた走
査信号線の電位変化による画素電極電位の変化を補償することができ、また液晶印加電圧
の極性による輝度のずれを補償することができる。具体的には走査信号Ｇ（ｎ）における
パルスの立ち下がり（の電位変化）により画素形成部Ｐ（ｎ，ｍ）における画素電極Ｅｐ
ｉｘの電位変化量や、所望の輝度に対応する正極性および負極性でのそれぞれの印加電圧
を考慮して、当該上記３段階の電位を適宜に設定すれば、走査信号線の電位変化や液晶印
加電圧の極性による影響を解消することができる。
【産業上の利用可能性】
【００７５】
　本発明は、薄膜トランジスタ等のスイッチング素子を用いたアクティブマトリクス型液
晶表示装置であって、補助容量線を駆動する液晶表示装置に適用されるものである。

【図１】

【図２】

【図３】
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